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特
集
農
家
手
取
り
最
大
化
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

営農企画部

ソーラーパネル揚水落差式灌水システム
　

農
家
手
取
り
最
大
化
の
取
り
組
み
は
、
農
業
者
の

さ
ら
な
る
所
得
ア
ッ
プ
と
持
続
可
能
な
営
農
を
確
立

す
る
こ
と
で
あ
り
、
今
年
度
で
４
年
目
に
な
り
ま
す
。

そ
の
内
容
は
、
モ
デ
ル
Ｊ
Ａ
お
よ
び
モ
デ
ル
経
営
体

を
設
定
し
、
そ
の
Ｊ
Ａ
の
担
い
手
の
実
情
に
応
じ
た

取
り
組
み
メ
ニ
ュ
ー
を
設
定
し
、
全
農
・
Ｊ
Ａ
が
一
体

と
な
っ
て
、
農
家
の
手
取
り
最
大
化
を
進
め
る
こ
と

で
す
。

　

福
島
県
内
で
は
、
Ｊ
Ａ
ふ
く
し
ま
未
来
お
よ
び
Ｊ

Ａ
会
津
よ
つ
ば
に
モ
デ
ル
Ｊ
Ａ
に
な
っ
て
い
た
だ
き
、

農
家
手
取
り
最
大
化
の
目
的
の
共
有
や
体
制
の
構
築
、

役
割
分
担
の
明
確
化
を
図
り
、
Ｊ
Ａ
役
員
も
参
加
し

た
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
会
議
を
定
期
的
に
開
催
し
、
一
定

の
成
果
を
あ
げ
て
き
ま
し
た
。

　

昨
年
度
の
事
例
と
し
て
、「
露
地
キ
ュ
ウ
リ
自
動
灌

水
シ
ス
テ
ム
の
導
入
」
と
「
農
薬
担
い
手
直
送
の
取

り
組
み
」
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

　

初
め
に
、「
自
動
灌
水
シ
ス
テ
ム
導
入
の
取
り
組

み
」
は
、
近
年
の
猛
暑
の
常
態
化
に
よ
る
高
温
・
水

不
足
の
圃
場
環
境
の
中
で
、
Ｊ
Ａ
ふ
く
し
ま
未
来
管

内
安
達
地
区
に
お
い
て
、
露
地
栽
培
き
ゅ
う
り
の
実

証
圃
場
を
設
け
、
灌
水
労
力
の
省
力
化
と
安
定
生
産
・

収
穫
量
ア
ッ
プ
を
実
施
し
ま
し
た
。
実
証
圃
場
で
は
、

水
源
確
保
と
ソ
ー
ラ
ー
パ
ネ
ル
揚
水
落
差
方
式
灌
水

シ
ス
テ
ム
を
導
入
し
、
農
家
メ
リ
ッ
ト
と
収
穫
量
の

実
績
を
確
認
し
ま
し
た
。
こ
の
結
果
、
試
験
区
と
慣

行
区
を
比
較
し
た
と
こ
ろ
、
農
家
メ
リ
ッ
ト
は
、
10

ａ
あ
た
り
の
灌
水
労
働
時
間
が
手
灌
水
と
比
較
し

て
、
１
日
あ
た
り
２
時
間
短
縮
と
な
り
ま
し
た
。
ま

た
、
収
穫
量
は
、
慣
行
栽
培
と
比
較
し
定
植
後
の
初

期
生
育
が
良
好
で
、
樹
勢
維
持
が
図
ら
れ
収
穫
量
も

１
０
２
～
１
０
４
％
と
な
り
ま
し
た
。

　

次
に
、「
農
薬
担
い
手
直
送
の
取
り
組
み
」
は
、
県

内
全
域
の
取
り
組
み
と
し
て
、
担
い
手
生
産
者
の
手

取
り
を
増
や
す
べ
く
、
各
Ｊ
Ａ
が
目
標
を
掲
げ
、
Ｊ

Ａ
の
担
い
手
担
当
者
・
経
済
担
当
者
お
よ
び
全
農
福

島
県
本
部
の
担
い
手
担
当
者
・
肥
料
農
薬
推
進
担
当

者
が
、
部
門
間
連
携
を
行
い
な
が
ら
、
大
型
の
担
い

手
直
送
規
格
の
推
進
を
し
た
こ
と
で
す
。
実
践
具
体

策
は
、（
１
）
目
標
値
の
設
定
（
２
）
連
携
体
制
の
構

築
（
３
）
対
象
農
家
の
リ
ス
ト
ア
ッ
プ
（
４
）
メ
ー

カ
ー
と
協
議
し
た
品
目
の
選
定
（
５
）
専
用
注
文

書
の
作
成
お
よ
び
周
知
な
ど
で
あ
り
、
そ
の
結
果
、

２
０
１
９
年
度
の
実
績
は
、
県
内
で
４
４
０
件
（
前

年
対
比
３
８
９
％
）、
５
，
４
３
６
ha
（
前
年
対
比

３
３
１
％
）
の
実
績
と
な
り
ま
し
た
。

　

今
年
度
は
、
令
和
元
年
度
か
ら
の
３
か
年
計
画
の

初
年
度
と
し
て
、
昨
年
度
ま
で
の
取
り
組
み
を
更
に

拡
大
す
る
た
め
、
実
践
事
項
を
「
全
Ｊ
Ａ
へ
の
水
平

展
開
」
と
「
経
営
体
の
所
得
増
大
支
援
」
を
２
つ
の

柱
に
し
ま
す
。

　
「
全
Ｊ
Ａ
へ
の
水
平
展
開
」
は
、
昨
年
度
ま
で
取
り

組
ん
だ
農
家
手
取
り
最
大
化
実
践
の
成
果
か
ら
、
全

Ｊ
Ａ
が
地
域
に
即
し
た
メ
ニ
ュ
ー
を
選
定
し
、
組
合

員
手
取
り
最
大
化
を
目
的
に
水
平
展
開
を
図
る
こ
と

で
す
。

　
「
経
営
体
の
所
得
増
大
支
援
」
は
、
モ
デ
ル
経
営
体

を
選
定
し
、
経
営
体
・
Ｊ
Ａ
・
全
農
が
一
体
と
な
り
、

所
得
増
大
に
向
け
た
課
題
の
共
有
と
メ
ニ
ュ
ー
提
案

に
よ
る
実
証
お
よ
び
検
証
を
踏
ま
え
て
所
得
増
大
及

び
経
営
改
善
を
支
援
す
る
こ
と
で
す
。

　

ま
た
、
実
践
具
体
策
は
、
①
ト
ー
タ
ル
生
産
コ
ス

ト
の
低
減
、
②
大
規
模
営
農
モ
デ
ル
実
証
に
よ
る
担

い
手
経
営
改
善
、
③
人
材
育
成
の
三
つ
の
課
題
を
解

決
す
る
実
践
メ
ニ
ュ
ー
で
す
。

①�

ト
ー
タ
ル
生
産
コ
ス
ト
の
低
減
の
実
践
は
、
両
Ｊ

Ａ
の
実
態
に
合
わ
せ
た
実
践
メ
ニ
ュ
ー
と
し
て
、

物
材
費
・
労
働
費
・
生
産
性
向
上
に
つ
な
が
る
内

容
を
設
定
し
、
そ
れ
ぞ
れ
に
数
値
目
標
を
明
確
に

し
て
進
め
る
こ
と
で
す
。

②�

大
規
模
経
営
モ
デ
ル
実
証
に
よ
る
担
い
手
の
経
営

改
善
は
、
モ
デ
ル
経
営
体
と
し
て
昨
年
度
に
引
き

続
き
Ｊ
Ａ
会
津
よ
つ
ば
管
内
の
各
地
区
本
部
か
ら

経
営
体
を
選
定
し
、
そ
の
経
営
体
に
関
連
す
る
実

践
メ
ニ
ュ
ー
の
実
証
と
経
営
実
態
調
査
に
協
力
い

た
だ
き
、
取
り
組
み
を
進
め
る
こ
と
で
す
。

③�

人
材
育
成
の
諸
課
題
は
、
営
農
指
導
員
研
修
や
担

い
手
支
援
担
当
者
研
修
会
の
充
実
お
よ
び
Ｊ
Ｇ
Ａ

Ｐ
指
導
員
研
修
等
多
く
の
体
系
的
な
人
材
育
成
プ

ラ
ン
の
受
講
を
実
施
す
る
こ
と
で
す
。

　

こ
れ
ら
を
確
認
し
、
定
期
的
な
進
捗
状
況
を
確
認

し
な
が
ら
、
農
家
手
取
り
最
大
化
の
実
践
に
向
け
、

Ｊ
Ａ
お
よ
び
モ
デ
ル
経
営
体
と
連
携
し
て
事
業
の
実

証
を
し
て
い
き
ま
す
。
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以
上

大型農薬規格直送「バッチリＬＸ40kg」


